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エンコードヘッドのクリーニング 

 

①【ＲＥＳＥＴ】スイッチを押しながら電源スイッチをオンにしてオフラインモードにします。 

 

②【ＲＥＳＥＴ】スイッチを押し、 本体ディスプレイに クリーニング 表示させます。 

 

③クリーニングキットのエタノールをクリーニングカードの図の位置に数滴浸して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④エタノールを浸した面を下側にして、カード挿入口にクリーニングカードを挿入します。 

 

⑤クリーニング終了後、カードを挿入部よりクリーニングカードを取り除き３分程してから使用して下さい。 

 

クリーニングカード

のフェルト面 

このあたりに数滴 

参 考 

・ エンコードヘッド部が汚れると正常なエンコードデータの書き込みが行われなくなります。 

・ クリーニングは磁気カードのパス回数３００回程度の割合で行って下さい。 

但し、エンコードエラーが連続して発生した場合にはクリーニングを行って下さい。 

・ クリーニングカードがひどく汚れている場合は、新しいクリーニングカードに交換して下さい。 



 

  熱転写リボンの交換 

 

（上カバー裏面に貼付している『リボンのセット』の案内図を参考にしてください。） 

① 上カバーの凹部分を手前に引いて取り外します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②取手を持ちながらロックレバーを握ってロックを解除し、再びロックがかかる位置まで 

ヘッドユニットを上に持ち上げます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③使用済みのリボンと紙管を取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上カバー 

ロックレバー 

取手 

使用済みリボン 

紙管 

ヘッドユニット ヘッドユニットのロックがかかって

いることを確認してください。 

凹部 



 

④新しいリボンと紙管を取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤透明のリードフィルムの部分は全て巻取り、図のように、紙管に黒色リボンの部分がくるまで 

リボンを巻きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥リボンのたるみを巻き取ってからロックレバーを解除し、再び「カチッ」とロックがかかる位置

までヘッドユニットを降ろします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑦上カバーを取り付けます 

電源が入っている場合は【ＲＥＳＥＴ】スイッチを押してリボンナシのエラーを解除 
してください。 

 

新しいリボン 

紙管 

★ 注意 ★ 

リボンと紙管は必ず奥

まで差し込んで下さい。 


